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 ２０２３年１１月２８日 
ＴＨＫ株式会社 

 
「OMNIedge」 保全一元管理ツールの提供開始 

～設備保全の情報をデジタル化して、保全活動の効率を最大化～ 
 
ＴＨＫ株式会社（東京都港区 代表取締役社長：寺町 彰博、以下、ＴＨＫ）は、OEE（設備総合効率）最大化プラットフォーム

「OMNIedge（オムニエッジ）」 から保全一元管理ツールの提供を開始します。 
 

 
 
製造現場では人手不足や高経年設備への対応などを背景に、保全活動のDX化や PDCAサイクル効率化の需要が高ま

っています。ＴＨＫはこれまで、IoT技術を活用した直動部品（LMガイド、ボールねじ、アクチュエータ）、回転部品（モータ、ポ

ンプ、ファン）向けの「部品予兆検知AIソリューション」をはじめ、工作機械の切削工具向け「工具監視AIソリューション」を提

供し、CBM（状態基準保全）を実現させるソリューションを広く展開してまいりました。 
 
一方で、製造現場ではCBMに加えて、TBM（時間基準保全）やＢＭ（事後保全）なども含めた様々な保全方式をバランスよ

く管理・運用していくことが求められています。ＴＨＫはこのたび、保全活動の総合的な管理・運用をサポートする「保全一元管

理ツール」の提供を開始いたします。本ツールでは、設備や保全に関するデータ（保全履歴、修理の進捗状況、定期点検の通

知、ワークフローなど）をクラウド上で一元管理して、保全活動の PDCAサイクル効率化を実現します。例えば、本ツール上

で設備の不具合や修理の進捗状況を関係者とタイムリーに共有することで、突発的な設備の故障にも迅速に対応できます。

また、日常点検のスケジュールをカレンダー上で一元管理しながら、関係者へ自動でリマインド通知することもできるため、計

画的な保全活動のサポートや点検漏れの削減にも寄与します。 
 
従来のCBMを実現させるソリューションに加えて、TBMやBMなどもサポートする「保全一元管理ツール」を活用すること

で、設備の TBM、BM、CBMの対応におけるベストなバランスを実現することが可能となります。これにより保全効率を向上

させて、止まらない生産設備を実現することができます。 
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＜保全一元管理ツールの特長＞ 
 設備保全データ（TBM、BM、CBMなど）を一元管理 

設備や保全の情報を紐づけてクラウド上で一元管理。過去のメンテナンス履歴から最新の状況まですぐにアクセ

スできるため、データの管理工数を大幅に削減できます。 
 

 計画的な保全活動のスケジューリングをサポート 
日常点検のスケジュールをカレンダー上で一元管理。関係者への自動リマインド通知機能を使えば、点検漏れ 
を防ぐこともできます。 
 

 最新の状況をタイムリーに関係者へ共有 
故障中の設備や修理対応の進捗状況などを関係者にタイムリーに共有。修理対応の報告から管理者の承認まで 
「保全一元管理ツール」内で行えるので、運用効率の向上を図ることができます。 

 

OEE（設備総合効率）最大化プラットフォーム｢OMNIedge｣ 
 
「OMNIedge」は、製造現場で発生するロスを削減して設備総合効率（OEE）の最大化に貢献する IoT ソリューションサー

ビスです。センサなどのハードウェア、通信機器一式に AI ソリューションをセットで提供するパッケージ型のサービスにより、

「簡単」「安全」「リーズナブルな価格」を実現します。 
 

 
  
＜ラインナップ＞ 

第1弾： 直動部品向け 『部品予兆検知AIソリューション』 ＜提供中＞ 
第2弾： 回転部品向け 『部品予兆検知AIソリューション』 ＜提供中＞ 
第3弾： 『工具監視AIソリューション』        ＜提供中＞ 

 

 
 
＜「OMNIedge」 WEBサイト＞ 
 https://www.thk.com/brand/omniedge/jp/ 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 
ＴＨＫ株式会社 マーケティングPR部 担当：中川 / 石川   TEL：03-5730-3845  E-mail: thk-sp@thk.co.jp 

https://www.thk.com/brand/omniedge/jp/

